
　　　　　　　　　　　　　　　　

横浜市立大学精神医学教室同門会創立とOB会（別称碧光会)への発展の経緯
　　　　　　　　　　　　　横浜市立大学精神医学教室同窓会誌No.01,2005（平成17年）
                                                         遠藤美穂子（昭和37年卒）
１　同門会の創立

　「オイ、美穂子よ、医局のOB会を作れよ。」と電話の向こうから、梶原のオトーチャン（梶原晃先生、通称カジさん　昭和32年卒 元復康会 鷹岡病院院長）の声が聞こえたのは、昭和52年初夏のことであった(当時はOBの電話連絡網も出来ていなかった)。早速声をおかけして、集まって頂いたメンバーは山口哲衛(昭和28年卒 元正永会 港北病院院長)、中川園子(昭和31年卒)、木下潤(昭和35年卒)の各先生と遠藤の４名であったかと記憶している。
以来、何回も会合を重ねて、会の在り方などを討議し、昭和５３年９月１０日横浜駅西口加登家で会合を開き、横浜市大精神医学教室同門会の名称で本会が発足した。別名″碧光会″を発案して下さったのは、澤泉眞一郎先生(昭和28年卒)である。この時承認された同門会会則、細則、慶弔規定は故木下潤先生がお書き下さったものである。

　会長は、山口哲衛先生と決まり、以後、慶弔費や、医局への通信費他の納入を、総会時の剰余金や寄付で賄っていた。手元の書類によれば、昭和５９年度は医会に２０万円納入して、残額２７８０円となり、昭和６０年１０月、会長から会員あての通知に,「今後会費を年３０００円徴収したい。」旨の記載があるが、どうもうまく機能していなかったようである。

  昭和５２年、同門会創立準備から昭和５６年、私が役員引退するまでの本会の記録は、紛失された由にて、詳細不明。私の記憶もおぼろになっている。

  創立以後ほぼ毎年１回同門会総会が開催されて、毎回教授と医会運営委員長にも御参加頂いていたと記憶している。

　平成４年６月、迎賓館で開催された同門会総会には、新任の小阪憲司教授（第5代当教室教授）と三木運営委員長(昭和58年卒三木メンタルクリニック院長)が列席された。その席上での小阪先生の発言は、

　①．同門会という名称はおかしい。OBと現役合わせて同門である。

　②．医会に準会員制度を設ける。準会員になったOBには休業時などに応援する。ギブアンドテイクだ。

　③．OBには何も期待していない。

 というものであった。列席しておられた猪瀬正先生（第2代当教室教授）も横井晋先生（第3代当教室教授）も、それを黙って聞いておられた。

２　OB会（同門会から名称変更）への発展準備
　平成５年１０月２日、東急ホテルで開催された同門会総会では、新役員として、小堀博(昭和31年卒元小堀医院院長)、遠藤美穂子、金子善彦(昭和38年卒元横浜市保健所長)、酒井晴忠(昭和41年卒)、斉藤惇(昭和43年卒元横浜市総合保健医療センタ-長)、森口祥子(昭和44年卒元県立精神医療センタ-部長)、田中素子(昭和45年卒元田中医院院長)、荒井政明(昭和48年卒 山手正恵会ワシン坂病院院長)の８名が選任され、山口会長は留任。竹内知夫副会長(昭和43年卒 弘徳会愛光病院院長)は退任された（この時の竹内先生のホーﾂとした笑顔が印象的で、長年のご苦労のほどが思いやられた）。散会時の横井先生のささやき、「さて、誰がやりますかね。」が忘れられない。

　平成５年１１月から新役員会は頻繁に開催され、その回数は平成６年８月２７日までの９カ月間に８回に及んだ。ここでは、OB会の存在意義及び定義、OB会の在り方、医会との関係、会則等がその都度真剣に討議され、OB現役合同会の設立案件については、医会運営委員会役員との合同会議も２回行われている。

　平成６年５月１５日、OB８２名全員に、アンケートを実施。
　①．名簿用の住所・勤務先・卒業年次・入局年次など

　②．OB会（仮称）の在り方についての意見

  回収率８７.０％。そのうち②の意見回答率は４３.３％であり、「情報交換、親睦の場にしたい」「会費を徴収すべき」「医会との交流、連携を深める」「会長を交代制にする」「役員に若手を入れる」「医会に実費を納入すべき」などの意見が寄せられた。

3　OB会第1回総会開催
　平成６年９月１０日、中華街白楽天において、OB会発展第１回総会が開催された。出席者３１名。菅野道先生(昭和41年卒 東北保健会青葉病院院長)の帝京大教授就任を祝って花束贈呈をし、「あと２年会長を続けたい」とおっしゃっていたが結局退任ということになった山口哲衛会長には、本会創立以来１６年間会長の座にあられたことへの感謝状贈呈が決議され、名誉会長の称号が贈られた。
新会長には小堀博先生が、副会長には、金子善彦先生と遠藤が選任された。会の名称は、横浜市大精神医学教室OB会と改められた。そして会終了時に、横井晋教授が、本会へと５０万円の寄贈をさりげなくお出し下さって、胸が熱くなったのを思い出す。このお金は故横井先生の本会への有り難い応援歌ともいうべく、本会会計には、「横井基金」として別枠に計上している（当日引き継がれた前年繰越金は３千円余であった）。

4　OB現役合同会の発足

　平成６年１０月１５日、平成６年１１月１９日と、OB会新役員および、医会運営委員との会合を開き、OB現役合同会について、その定義、在り方、合同会会則、細則、慶弔規定等が討議され、「OB会＋医会＝OB現役合同会」であり、OBと現役が共同して行う事柄は、合同会で行い、それぞれの会は独立した会である故、勿論相互の干渉は無いこと、合同会への拠出金をOB会がすること等が協議された。

　平成６年１２月１０日、合同会発足の会が、ホテルリッチで開催され、名称を横浜市立大学精神医学教室OB現役合同会と決定。会則案の承認を得て、ここで合同会が発足した。

　以後合同会総会は、平成７年６月２７日以降、毎年６月医局の歓送迎会の前に開催され、医会からは当年の横井賞受賞者の講演が、OB会からはOB１名の講演が毎回行われている。
但し平成１０年６月２０日の第４回総会では、演者が秋元波留夫先生、演題は「２０世紀精神医学の歩んだ道、回顧と展望」であった。

　平成７年７月２３日に行われた猪瀬正教授合同葬

　平成８年９月７日OB会当日にご逝去された横井晋先生を偲ぶ会他、主に慶弔に関する事柄をすべて合同会として対応してきている。

5　発展期以降のOB会

　OB会総会は、平成６年９月１０日の発展第１回総会以来、毎年、９月第一または第二土曜日に開催され、OBの講演に加えて、 外部から演者をお願いして、その都度興味深く、感銘深い内容の講演をして頂いている。この講演会とその後の懇親会には、医会員全員に招待状をお送りしているが、参加者が少ないことは誠に残念である。ちなみに第１回OB会総会以来の演者と、演題は次の通りである。

　平成０７年０９月０９日    横井晋先生    「ドストエフスキーとてんかん」

　平成０８年０９月０７日　  楠木豊和先生  「脳と比較解剖」

　平成０９年０９月０６日　  養老孟司先生  「脳と社会」

　平成１０年０９月０５日　　原田憲一先生　「精神病の変貌と社会の変化」

　平成１１年０９月１１日 　 大谷藤郎先生　「らい予防法廃止をめぐって―精神障害者処遇と関連して」

　平成１２年０９月０９日　　小田晋先生　  「宗教と精神医学、そのかかわりの二側面」

　平成１３年０９月０８日　　中田輝夫先生　「落語でみる精神医学」

　平成１４年０９月０７日　　加賀乙彦先生　「文学と医学」

　平成１５年０９月０６日　　井口泰泉先生　「環境ホルモンの最近の動向」

　平成１６年０９月０４日　　花輪昭太郎先生「触法精神障害者、とくに重大犯罪を犯した精神障害者の治療について」

　平成１７年０９月０３日　　天野直二先生　「信州大学における精神医療・医学の展開」

・・あらためて、錚々たる顔ぶれにお会い出来、貴重なお話をうかがえたものと思う。

　小堀博先生には、発展準備期からご活躍頂き、病後の先生に、無理にお願いしての会長就任後２期４年間、本会の基礎作り、発展にご尽力頂いたことに、深く感謝申しあげる次第である。
次いで田野稔郎先生(昭和35年卒元県立こども医療センタ-部長)が会長に就任され、先生のお人柄そのままに、ホンワカ温かく本会の運営にご活躍頂き、OB会はますます安定してきた。この間に岩成先生の発案でOB会電話連絡網のFAX連絡への変更と、そのFAX業務を医局秘書の方に依頼し、その費用として年間４万円を医局に納入することが実行に移されている。
OB会発展三代目の村上弘司現会長(昭和36年卒)は、意欲的に次々と改革を実行されている。すなわち年会費の減額、OB会事務の一部を外部に委託すること、そして画期的なことは、「横浜市立大学精神医学教室同窓会誌」の発刊である。たいへんなご努力があったことは想像に難くない。この事業がしっかり続けられることを望んでやまない次第である。

　上記三先生に加えて、歴代の役員諸先生のOB会への熱心な貢献と、会員諸兄姉の多大なご協力が大きな力となって、今日のOB会がある。

　OB会、医会、合同会のますますの発展を祈念して、筆を置きます。　　　　　　　　　
（遠藤医院）
　注　　緑色フォント：村上の加えた説明；赤紫色フォント：村上の強調部分
